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1．はじめに

当日配布する資料のスタイルファイルです。当日参加される方の多くは専門家ではなく、一般市民ですので2～6ページを目途に分かりやすく書いてください。本節では、研究の背景と動機，ならびに講演の要旨を述べる1,2．
2．ページのレイアウトと図の形式
[image: image1.emf]　ページデザインはMS-Wordの標準デザインを採用．余白は上35.01mm，下30mm，左30mm，右30mm．フォントとは，和文MS明朝10.5ポイント，英文Times new Roman 10.5ポイント．図は，右の例を参照のこと3．

3．終わりに

本節では，結論を述べる．
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図１　子供科学教室の風景
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